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紅参末 （正 官庄 ） の 抗血 小板作用 の 臨床的応 用
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○ 山口多慶子，葛野　公明，鉄谷多美子，安永幸二郎

　目的 ；血1」・板の活性化に はCa幵がセ カ ン ドメ ッ セ ン ジ ャ
ーとして重要な役割を持っ て い る

。

一
方，

人参サ ポニ ン の Rg　1分画をはじめとする紅参成分には 血小板凝谿購 ll作用力蝦 告され て い る。 今

回 ， 紅参宋 ［（正官庄），以下紅参と略す］の抗血小板作用の臨床的応用を目的として ， 血ノ」板内Ca幵

動態を中心に検討 した 。

　対象と方法 ： 対象は 当内科 糖尿病外来通院中の イ ン ス リン 非依存1 型 （NIDDM ）105例 （男49

例，女56例）で，平均年齢58．7歳であ る。 うち紅参投与群は37例で ある。

一
方 健常人の血小板に対

する in　vivo 試験と して，紅参 6g，入参サ ポニ ン分画 300  　ならびにginsenoside　Rg　l　100 

を．単回投与 し， 投与前 投与 1Hf ．H後 ， 3時間，6曙 爵後の血小板凝i 集能および血小板内Ca升 を測

定した 。 Ca甘 の測定方法は ，　Fura −ZAM （蛍光揃示薬），　Agonist は0．5U ／祕 の トロ ン ビ ン を用

い 2波長法で測定した蛍光比率から算出した 。

　成績 ：  紅参末の 抗血小板作用はRg　1， 人参サポニ ン に比較して弱かっ た。   糖尿病における血

ノ亅、板内 Ca” は正常人に比べ 大きく変動した 。   腎症があ っ て網膜症の ない群で は ，　Ca骨は大きく

動揺しっ っ 経過したが 腎症がなくて網膜症の ある群ぽ 大きなゆれ はな く両群間に明 らかな差異

が認められた。

一方，腎症と網膜症合併群では
一定の傾向を認めなか っ た。

考案ならびに結語 ：紅参末の抗血ノ」板作用につ いて は，in　vitro ，　in　vivo の成績は数多く報告

されて い るカ〜 臨床的応用の成績は少ない
。 紅参末の pharmacQkineticsが不明な現在，単体投与

と同等の效裸を期待し得な い が 紅参末の 長期投与が 日常臨床上 ， 最も意義があると考え られた。

血小板のCa幵 の調節に は外液か らの流入と，血小板内Ca 貯蔵部位か らの 放出によ っ て行なわれ

て い ると考えられる。 糖尿病の 病態で は この調節機構が不蜜定であり， しか も腎症に よ り強くか

かわっ て い るの で はない かと推劃される成績を得た 。

　結論 ：以上の成績から，Ca升調節機構が不安定である糖尿病に お いて，紅参末投与は抗血小板作

用を介して，糖尿病腎症 の予防効果を期待で きるもの と推測する。 （本研究は薬用人参治療研究会

助成金による）
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